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第 1例は， 15才の女子でp 虫垂切除後， 48時間間頃
より，呼吸困難を訴え始め，右肺の呼吸音は線えず，
X線像で右肺上中葉の無気肺の像を呈した．
第 2例I;!:, 5才の男子でp 右外鼠践ヘルニア根治手













































































症例2: 47才，家婦p 主訴：」血尿．初回血尿は 2週
間前p 第二回血尿発作で来院．両側遊走腎証明． 易リ出




















































追加 外I 石井 昌三
1) 悪性履疹に RadioactiveIsotope を治療的に
使用する時は，やはり Tumorと周囲組織との Upt-
ake ratioが一番大きい問題と なると思う． ところが























































































































































(2) 頚椎々弓切除術では最大 1630g，最小 800g,
平均 1156gの出血量がある．
(3) 腰椎カリエス病巣信B滑術に於ては最大 1800~，
最小300g，平均1083gの出血重であるが，症例によ
り出血量に相当の差が有る．
再手術例，重量孔を有するものには出血量が多く，発
病 l年未満のものには先い傾向が見られる．
(4) 胸椎及び上位腰椎カリエス病巣廓清術（背側侵
入）では最大1540g，最小420g，平均$20gの出血量600
で，最大値を示した再手術例を除けば大部分のものは
～800gの出血量である．
質問 杉本雄三
出血量と手術時間とに平行してますか
生立
手術より一様ではないか頚椎々弓切除術では平行し
ている．之は主に止血に時間をとるからである．病巣
廓清術では必しも平行していない．之は病巣に達する
までに時間がか hる例があるからである．
